


【C.C.C】エトランゼ作家インタビュー【修平氏】



——エトランゼに書いてくださった理由を教えて下さい。



修平　頼まれたから。
 

——では嫌々ながら、という感じだったんですか？
修平　連載であるって点と、紙になるって点は好ましくなかった。ただ、編集している
 

人々に覚えがあったから、引き受けたんだ。
 

——そうですか。実際にやってみてどうでしたか？
修平　よかったよ。とても。
 

——具体的にどんなところがですか？
修平　意見を貰えるところがよかった。
 

——それによって何か改善しましたか？
修平　改善しなければいけないところを自覚したけど、未だ手探り状態です。
 

——なるほど、頑張ってください。編集に対して何か意見はありますか？
修平　ありがとう。意見は特にございませんよ。
 

——他になにか連載してみて良かった所はありますか？
修平　お恥ずかしい話だが、エトランゼで知り合ったり、仲良くなれた人がいるのがよかったよ
。
 

——なるほど。ご自身の作品である『ＣＣＣ』になにか思うところはありますか？
修平　この場で何かを言うのは不適当に思えるよ。
 

——修平さんにとって、小説とはなんでしょうか？
修平　答えかねるよ。
 

——そこをなんとか……。
修平　わかった。ならばこういうよ。学問、って。
 

——では世界とはなんだと思いますか？
修平　「世界とはなにか」と考えるとき、ふと現れる幻影。
 

——と、いいますと？
修平　森博嗣の引用なんだ。
 

——わかりました。ありがとうございます



【カラカラ】エトランゼ作家インタビュー【霜山モリス氏】



——好きな小説は？
霜山　滝本竜彦の『ＮＨＫにようこそ！』とか、ゴーゴリの『鼻』



 

——日芸で面白かった授業はありますか？

霜山　マンガ論！（即答かつ力説）
 

——なるほど。ところでケミットに入部した理由を教えて下さい。
霜山　Droleに書きたかったから
 

——読者からの人気も高い『カラカラ』ですが、あの発想はどこから？
霜山　カタツムリが大嫌いだから。嫌いなものだからこそっていうか、嫌いなものを書いたら面
白くね？って。
 
 

決めポーズ付きで

「カタツムリは害虫である！」
と高らかに宣言する霜山氏。
 
 

——執筆がはかどる時というのはありますか？
霜山　締切り前とか。朝より夜だね。
 

——霜山さんは兼部などで忙しいようですが、いわゆる「内職」のようなことは？
霜山　それはないなぁ。小説を書く時間は大事にしたいから、授業中には書かん。
 

——それは失礼しました。霜山さんにとって世界とはなんでしょう？
霜山　欠陥住宅。
 

——最後になにか言い残したことがあれば。
霜山　『きんいろモザイク』お勧めです！
 

——ありがとうございました。



【フィッツロビンシリーズ】エトランゼ作家インタビュー【竹見名央氏】



——好きな小説などはありますか？



　質問を無視して「おなかすいた」と言い出す竹見氏。
 

——では最近印象に残った本はありますか？
竹見　なにもない。
 
——エトランゼに書いてくださった理由を教えて下さい。
竹見　なんか城野君がー……なんで誘ったの？
 

——掲載作品の『フィッツロビンと光の絵筆』はどういう風に書き始めたのですか？
竹見　ラノベっぽい作品を無理やり考えた。
 

——竹見さんにとって小説とはなんでしょう？
竹見　そういうのいいから。
 

突然「私が質問者だ！」と言い出す竹見氏。
「フィッツロビンは小説じゃない」
「フィッツロビンは文字の羅列だ」
「小説はアキレス腱を削って書いている」
 

など、支離滅裂なことを書き殴り始める竹見氏。
 

——もっと面白い話は？
竹見　思い出した。私ね、小三の時に家を燃やしかけたことがある。祖母が書道の先生で、半紙
をいっぱい持ってたんだけど、「半紙燃やしたらどうなるかな」と思ってチャッカマンで火をつ
けたらボワッと燃えて。びっくりして手離したら、床にボワッ……みたいな。
 
——では最後に、竹見さんの未来は明るい？
竹見　ＬＥＤライトで照らされてる。
 
——安定した明るさってことですね。ありがとうございました。
 



これが、エトランゼだ！
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